
利賀ダム工事用道路完成・一般国道４７１号利賀バイパス開通式（南砺市利賀村栃原～長崎間）開催
日 時：平成30年10月14日（日） 14:00～15:15 道路開通17:15
場 所：南砺市利賀村栃原地先（利賀大橋左岸）
出席者 綿貫元衆議院議長（利賀ダム建設促進既成同盟会会長） 計約８０名

石井知事
橘衆議院議員、野上参議院議員、堂故参議院議員、足立参議院議員
田中南砺市長、夏野砺波市長、高橋高岡市長、桜井小矢部市長、県議会議員
各市議会議員
国交省 井上治水課長、吉岡北陸地方整備局長、内藤企画部長、松原河川部長
地元関係者、富山県、南砺市、砺波市、富山市、高岡市、小矢部市、射水市

主 催：利賀ダム工事事務所・富山県
後 援：利賀ダム建設促進既成同盟会・国道471号整備促進期成同盟会

【式次第】
式 辞 北陸地方整備局長
挨 拶 富山県知事
祝 辞 綿貫元衆議院議長（両期

成同盟会代表）、国会議員
来賓紹介 祝電披露
工事報告 利賀ダム工事事務所長
謝 辞 南砺市長
テープカット・くす玉・渡り初め、アトラ
クション(長麦屋、木遣り踊り）

綿貫元衆議院議長 祝辞 要約 橘衆議院議員 祝辞 要約

野上参議院議員 祝辞 要約

吉岡北陸地整局長 式辞 要約

庄川は急流河川で、H16.10台風16号では戦

後最大洪水が発生し、現在の高岡市、射水
市で1,400世帯に避難勧告が出た。昨年10

月に観測史上３番目の水位、今年７月にも
観測史上３番目の水位を記録しており、河
川改修と併せて利賀ダムを早期に建設し、
全川にわたって水位を下げる必要がある。

引き続き地域の生活基盤の礎として、災害
に強い地域作り、地域の発展に貢献できる
よう事業を推進していく。

堂故参議院議員 祝辞 要約 足立参議院議員 祝辞 要約

石井富山県知事 挨拶 要約

国道471号は、急勾配、急カーブの連続、幅
員も狭く、事故が多発し、大雨時には通行規
制が行われるなど、抜本的改良が強く望ま
れていた。国県が一体となり、ダム工事用道
路を国道471号利賀バイパスとして供用出
来るように計画し、今回部分完成開通の運
びとなった。
この開通で庄川峡長崎温泉へのｱｸｾｽが向
上し、県西部の産業・経済・観光資源などに
寄与すると期待する。今後、利賀ダム建設・
利賀バイパスの早期完成に向けて、整備促
進を働きかけてまいりたい。

田中南砺市長 謝辞 要約
私は利賀地元住民で、利賀の代表としても
お礼申し上げたい。我々利賀の住民、南砺
市民は1日でも早いダム完成を願うと同時に、
利賀バイパスも熱望しており、人口減少が止
まらない利賀地域だが、この地域を守り未来
へつなげていく熱い思いをもっている。この
ような中今回の供用は本当にうれしく思う。
長崎温泉街に通じる現道は雪崩等で通行止
めとなり、今回開通の道路が地域に大きな
力を得る。それが流域沿川市の発展につな
がると信じています。

利賀ダム建設事業は、庄川の治水を目的に
平成元年から実調に着手し、平成10年度よ
り工事用道路兼利賀ﾊﾞｲﾊﾟｽの工事が始まっ
た。それから20年、ﾀﾞﾑ検証など7年程度足
踏みしたが、本日ここに利賀大橋開通を迎
えることが出来るのは大きな節目。利賀ダム
は庄川沿川住民の安全安心を確保するなど
極めて重要な事業であり、早期完成が望ま
れる。利賀ダム完成まで地域、国土交通省、
富山県、国会議員など利賀ダム早期完成に
向け一丸となって進むと確信している。期成
同盟会としても事業促進に最大限努力する。

利賀ダムの検証作業があり、関係者の方々
に大変なご苦労があったが、綿貫先生を先
頭に地元からしっかりとお願いをさせて頂き、
国土交通省が大変ご苦労をされて検証とい
う難関を突破した。その後、予算も延びてい
く中で、利賀大橋の完成は、本当にうれしく
思う。H16の避難勧告を出したのは私で二度
とそういう経験をしないために重要な事業だ
と思っている。また工水も持っており産業の
発展にも努力しなければならないと思ってい
る。一日も早い本体着工を念じ綿貫先生、石
井知事と頑張っていく。

民主党政権時代に検証作業が始まり、皆様
に大変な迷惑をおかけしたと思う。私が水国
局長をしていた時に利賀ダムの検証をまと
められず申し訳無く思っている。H28.8に利賀
ダム継続の決定がされ本当に良かったと思
う。
最近の雨の降り方はこれまでないようなすご
い降り方で、上流に洪水を貯める施設があ
ることは大事で、利賀ダムも大きな役割を担
うと思っている。今日の工事用道路一部開
通を契機にダム本体着工に向けて着実に地
域の皆様のお力を頂きながら進めて行かな
ければならないと考えている。

H28.8にダム検証で継続決定された。昨今豪
雨災害が相次いでおり、政府としても全力で
取り組みを進めている。この対応は喫緊の
課題だと思っており、国土強靱化のための
緊急対応を3年で集中的に講じる等の方針
が立てられた。庄川においても洪水や渇水
被害を考えると本当に早く本体着工し、綿貫
先生を先頭に一致団結して進めていかなく
てはならないという思いを新たにした。
今回の工事用道路完成は非常に意義深く地
域活性化に向けて大きく期待されている。

最近水害が多くて、特に九州北部の水害や
西日本の水害の時の事情を聞くと、ダムが
完成していれば多くの人命が救われて、被
害が最小限に食い止められた事例をいくつ
か聞いた。富山は水の大国です。水を利用
することが豊かさにつながると思う。利賀ダ
ム建設促進に向けて、関係者の皆さんと一
丸となって頑張っていく。

平成３０年９月撮影

完成・開通区間

庄川峡
長崎温泉

テープカット・久寿玉開披

完成・開通区間約700m（利賀バイパス全延長9.2km)



利賀ダム工事用道路完成・一般国道４７１号利賀バイパス開通式
（南砺市利賀村栃原～長崎間）

渡り初め

長麦屋（むぎや節保存会） 木遣り踊り

会場内


